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 愛媛県立図書館に「愛媛県行政資料」という文書群がある。これは、愛媛県庁の書庫にあ

った明治期以前の文書群の総称である。文書を綴った冊子（簿冊
ぼ さ つ

という）がほとんどで、ほ

かに地図や書籍もある。愛媛県行政資料は、昭和 50 年代に、県総務部副部長であった矢野

順意氏ら当時の県幹部が貴重な歴史的公文書であると判断し、県庁書庫にあったものを県

立図書館に移管した。昭和 53年に簿冊目録が作られ、一般に公開され、愛媛県史や松山市

史ほかの自治体史編纂に活用されてきた。 

 同じような明治時代県庁文書は、四国の他の３県にはほとんど残っていない。太平洋戦争

の空襲によって県庁が被災して失われたからである。愛媛県では、県庁本館と北側の城山と

の間に書庫が建てられていたため、４階建てコンクリート造りの県庁本館が戦火を防ぎ、戦

前の文書を守ることができたと伝えられている。 

 愛媛県行政資料は、国から送付されたもの、江戸時代の藩から引き継がれたもの、維新期

の８藩時代のもの、石鉄県・神山県時代（明治５・６年）のもの、愛媛県時代（明治６年以

降）に作成したものなど、時代区分ごとに排列されている。文書の内容は、太政官や各省、

各藩や各県庁の布告や布達、日記、町村から藩への願書・伺書、庶務、土木、学務、社寺、

産業など多分野に及ぶ。多くの簿冊には最初に目次があるので、それを読んで調査研究に必

要な文書を探すことになる。 

 利用が多く痛みが激しい簿冊が多く、現在は文書保全のため画像データでの閲覧をお願

いしている。しかしこれまで、画像データの検索手段が簿冊目録以外はなかった。貴重な歴

史的公文書の利用促進を図るため、令和４年度から検索手段を充実させるよう作業を行っ

ている。 

 作業は、簿冊にある文書一点一点の情報を入力し、詳細な文書目録と同じような表（エク

セル）を作成するものである。これまで作成した目録データを紹介する。 

 

官吏履歴 

 明治時代に県庁に勤務した職員が提出した履歴書や職員名を記録した「官吏履歴」（請求

番号Ｍ04-3-1～Ｍ04-3-20 の簿冊 20冊）にある人名・出身地・掲載画像番号約 4400件（同

一人物の重複あり）のデータ。明治時代の人物調査に活用できる。 

 

禄高帳 

 明治４年から６年の間に作成された士族の名簿。「官吏履歴」（前項に未収録）「禄高帳」

「元禄帳」「族禄」（請求番号Ｍ01-20・Ｍ01-21、Ｍ01-25～27、Ｍ02-7、Ｍ02-8-1・Ｍ02-8-

2、Ｍ02-22-1～3、Ｍ02-23-1～3、Ｍ02-24-1・Ｍ02-24-2、Ｍ05-8-1～3・Ｍ05-8-4 の簿冊 20

冊）にある人名・出身地・掲載画像番号約 3 万 1000 件（同一人物の重複あり）のデータ。

明治時代の士族人名調査に活用できる。 

 

 
 

 
論 

稿 

  

柚山 俊夫  
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郡地誌町村名 

 明治 10年代に作成された郡地誌に掲載された町村名。宇摩・新居・周布・越智・野間・

風早・温泉・久米の８郡の郡地誌（Ｍ05-26-1・Ｍ05-26-2・Ｍ05-27-1・Ｍ05-27-2・Ｍ05-28・

Ｍ05-29-1・Ｍ05-29-2・Ｍ05-29-3・Ｍ05-30・Ｍ05-31-1・Ｍ05-31-2・Ｍ05-32・Ｍ05-33 の

簿冊 13 冊）にある町村名・掲載冒頭画像番号約 500 件のデータ。探したい町村をすみやか

に探すことができる。なお、デジタルアーカイブに掲載の「地誌付郡地図」に描かれた情報

と合わせて閲覧することで、当時の景観復元に活用できる。 

 

鉄道 

 明治時代後半の民間鉄道に関する文書綴。四国鉄道・森松鉄道・東予鉄道・久万鉄道・伊

予鉄道・森松鉄道・道後鉄道・南予鉄道・宇和島鉄道・住友鉱業鉄道・松山電気軌道（Ｍ06-

12-1～Ｍ06-12-8の簿冊８冊）にある文書名・年月日・関係者名・掲載画像番号など約 1000

件のデータ。地図や橋梁などの図面も記録。愛媛の鉄道史解明の基本史料として活用できる。 

 

学事 

 学制による小学校の誕生、教育令による小学校の整備、小学校令による尋常小学校の成立

の３期の簿冊を目録化。誕生期の学校設立願書には教員の履歴書が付いているものが多い。

明治 15 年から 17 年にかけて整備期に県が改めて提出させた学校創設伺いには、学校の平

面図が付されている。小学校令が公布されると県は新たな規則を定め、郡長が町村の校数や

位置の案を県へ申請するようになり、町村ごとに学校・役場位置や通学路（危険箇所を表示）

を描いた明治 25 年の市町村地図が県内全て揃っている。学事「指令本書」「小学校」（Ｍ08-

11-1～6、Ｍ08-12-1～21、Ｍ08-12-29～50、Ｍ08-12-60～62の簿冊 52 冊にある学校名・所

在地名・関係者名・年月日・掲載画像番号など約 4100件のデータ。小学校創立 150 周年記

念誌作成に役立つ。 

 

水産例規 

 網漁などのさまざまな漁法を描いた彩色図や漁場の景観図、漁業権に関する書類などが

ある。「水産例規」（Ｍ10-1-1～10の簿冊 10 冊にある漁法名、網代名、願書題・掲載画像番

号など約 2800 件のデータ。 

 

 以上のほか、県内社寺の明細帳にある情報を現在入力中である。県立図書館４階えひめ資

料室にあるパソコン端末で、愛媛県行政資料の画像、および紹介した検索データを利用する

ことができる。これまで、画像を一枚一枚丹念に確認するか、簿冊にある目次を読んで探し

ていたのが、人名や町村名、書類名そのほかキーワードを検索すれば、探している文書をす

ぐに探し出して閲覧することができ、その画像を紙にコピーして入手することもできる。 

愛媛の近代史に関心のある方は、ぜひ来館して試していただきたい。今後も、県行政資料の

検索手段を充実させていきたい。 
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愛媛資料ネット活動日誌 

●２０２０年 

2 月 8 日、9 日 第 6 回 全国史料ネット研究交流集会 in神戸参加（水松啓太報告、ポス

ター） 

2 月 15日～ 

 4 月 7 日 

愛媛県歴史文化博物館特別展「四国・愛媛の災害史と文化財レスキュー」

共催 

2 月 17日 伊方町古文書調査 

2 月 26日 安倍首相によるイベント自粛要請 

3 月 3 日 ホームページ開設 

3 月 18日 浄明院調査（松山市） 

4 月 7 日 新型コロナウイルス緊急事態宣言（調査中止） 

5 月 9 日 特別推進科研会議（オンライン） 

5 月 27日 松前町三好家文書寄贈 

6 月 5 日 松前町太田家文書寄贈 

6 月 10日 成願寺「人形感謝祭」に関する情報提供に伴う調査（松山市） 

6 月 17日 久松常盤会研究受託 

7 月 1 日 学内調査再開 

8 月 19 日、9

月 9 日 

旧岡田氏住宅リフォームに伴う資料レスキュー（今治市菊間町） 

10 月 16 日、

23日 

愛媛大学法文学部専門教育科目「伝統文化論」第 3・4 回「災害時におけ

る歴史資料の保全運動とその歴史」「2018 年西日本豪雨災害と歴史資料

の保全活動」開講（中川） 

11月 18、19日 大洲市甲冑修復活動 

11 月 19 日、

11 月 30 日、2

月 8 日、2 月

15日 

愛媛大学共通教育科目第 3・4Q「歴史を考える」第 7・8 回「地域社会

の記憶を保全し、継承する」開講（中川） 

11 月 23 日 第 8 回「災害文化と地域社会形成史」研究会開催 

共通テーマ「近世近代移行期の地域社会と歴史認識―大名家・藩庁資料

伝来の背景を探る」 

天野真志（国立歴史民俗博物館）「出羽国佐竹家の由緒をめぐる政治と歴

史意識」／胡光（愛媛大学）「高松松平家の家産経営と地域社会」 

12月 10 日 愛媛大学出張講義「人間と文化を考える：地域の「記憶」を保全し、継

承する。」開講（愛媛県立松山北高等学校）（中川） 

12月 18 日 歴史文化資料保全西日本大学協議会報告（オンライン） 

胡光（愛媛大学・愛媛資料ネット）「愛媛資料ネットの活動について」 

（通年） 西日本豪雨水損資料立間村文書修復 

（通年） 石鎚黒茶資料調査 

 
 

 
活
動
報
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（通年） 大名家資料調査 

（通年） 新居浜市内古文書調査 

●２０２１年 

2 月 20日、21

日 

第 7 回 全国史料ネット研究交流集会（宮城）参加（佐々木紫帆報告、ポ

スター） 

2 月 23日 千種家文書調査（西条市） 

3 月 7 日 小松温芳図書館調査（西条市） 

3 月 17日 浄明院調査（松山市） 

4 月 7 日 浄明院調査（松山市） 

4 月 22日 浄明院調査（松山市） 

4 月 25日～ 

 5 月 22 日 

愛媛県まん延防止等重点措置適用（調査中止） 

5 月 21日 愛媛大学法文学部日本史授業「災害と歴史資料」（胡） 

6 月 18日 小松温芳図書館調査（西条市） 

7 月 7 日、8 日 大洲市甲冑修復活動 

8 月 17日～ 

 9 月 12 日 

愛媛県まん延防止等重点措置適用（調査中止） 

8 月 30日～ 

 9 月 1 日 

2021 年度愛媛大学ミュージアム「博物館実習Ⅱ」（文系 B）受託 

9 月 1 日 えひめ文化財等防災ネットワーク設立 

9 月 17日 愛媛資料ネット 20周年記念公開講演会開催 

天野真志（国立歴史民俗博物館）「地域資料の保存と継承をめぐる現在」 

10月 2日 千種家文書調査（西条市） 

11 月 2 日 旧佐伯氏住宅リフォームに伴う資料レスキュー（西条市小松町） 

11 月 27 日 「地域歴史文化フォーラム愛媛 安政・昭和南海地震の新研究」開催 

大本敬久（愛媛資料ネット）「昭和南海地震による被害状況と地域差」／

水松啓太（高知城歴史博物館）「高知県における安政・昭和南海地震の災

害継承について」／川邉優佑（香川歴史学会）「安政地震による讃岐国の

被害について」／町田哲（徳島資料ネット）「宝永地震と安政地震を経験

した村」 

（通年） 西日本豪雨水損資料立間村文書修復 

（通年） 石鎚黒茶資料調査 

（通年） 大洲市内絵馬調査 

（通年） 大名家資料調査 

（通年） 新居浜市内古文書調査 

（通年） 砥部焼関係資料調査 

●２０２２年 

1 月 19日 古学堂クラウドファンディングへの支援決定（3 万円） 

1 月 22日 第 14 回「災害文化と地域社会形成史」研究会（災害・疾病と地域社会）開催 

 

５ 



 

６ 

寺内浩（愛媛大学）「古代の飢饉・疫病と地域社会」／中川未来（愛媛大

学）「近代の疫病と四国遍路」 

2 月 19日、20

日 

第 8 回 全国史料ネット研究交流集会（山陰）オンライン参加（胡光報

告、ポスター） 

2 月 22日 中四国図書館協議会講演「災害列島の歴史と文化を守る―全国史料ネッ

トの活動」（胡） 

3 月 18日 竹田氏住宅取り壊しに伴う資料レスキュー（松山市） 

3 月 23日 旧立間村史料引き渡し式典参加（宇和島市吉田町） 

5 月 31 日、7

月 26 日 

愛媛大学共通教育科目第 1・2Q「芸術の世界」第 7回「自然災害と写真

レスキュー」開講（中川） 

6 月 14日 愛媛大学法文学部日本歴史概論授業「災害と歴史資料」（胡） 

6 月 30 日、9

月 20 日 

関家氏住宅取り壊しに伴う資料レスキュー（松山市） 

8 月 29日～ 

8 月 31日 

2022 年度愛媛大学ミュージアム「博物館実習Ⅱ」（文系 B）受託 

9 月 30日 愛媛大学法文学部専門教育科目「伝統文化論」第 1回「災害と資料保存」

開講（胡） 

11 月 22 日 愛媛大学法文学部日本史授業「災害と歴史資料」（胡） 

11 月 23 日 第 18 回「災害文化と地域社会形成史」研究会（西日本豪雨の史跡被害と

地域社会）開催 

常磐井守道・白石尚寛・大本敬久「大洲藩古学堂の被災と復興にむけて」

／東信男（丸亀市教育委員会）「国史跡丸亀城の歴史と石垣崩落」 

12月 18 日 歴史文化資料保全西日本大学協議会報告（オンライン） 

胡光（愛媛大学・愛媛資料ネット）「愛媛資料ネットの活動について」 

（通年） 西日本豪雨水損資料立間村文書修復 

（通年） 大洲市内神社絵馬調査 

（通年） 大名家資料調査 

（通年） 新居浜市内古文書調査 

（通年） 砥部焼関係資料調査 

●２０２３年 

1 月 28日、29

日 

第 9 回 全国史料ネット研究交流集会 in宮崎参加報告（シンポジウム、

ポスター） 

中川未来（愛媛資料ネット）「つながりを保ち、また創り出すこと―文化

財の所在確認とえひめの取り組み―」 

2 月 18日、19

日 

「地域歴史文化フォーラム愛媛 現地研修会」開催（大洲市、丸亀市） 

3 月 14日 伊方原発資料現地報告会参加 

4 月 8 日 特別推進科研報告（神戸市） 

5 月 15日 愛媛大学法文学部日本史授業「災害と歴史資料」（胡） 



6 月 19日 千種家文書調査（西条市） 

8 月 28日～ 

 8 月 30 日 

2023 年度愛媛大学ミュージアム「博物館実習Ⅱ」（文系 B）受託 

9 月 9 日 第 22 回「災害文化と地域社会形成史」研究会（災害情報と地域社会）開催  

胡光（愛媛大学）「小松藩会所日記に見る災害」／天野真志（国立歴史民

俗博物館）「明治期の災害情報と記録化」 

9 月 27日 令和 5年度えひめ文化財防災対策研修会 in大洲参加 

10月 20 日 愛媛大学埋蔵文化財調査室より「愛媛大学附属中学校保管サーベル」移管  

11 月 9 日 千種家文書調査（西条市） 

11 月 12 日 小松温芳図書館調査（西条市） 

11 月 29 日 愛媛資料ネット総会・講演会開催 

永井紀之（愛媛県立今治西高等学校・愛媛資料ネット）「愛媛資料ネット

創設の頃―歴史教育者・地域研究者の視点から―」 

12月 6日 渡部家文書調査（松山市） 

12月 17 日 第 5 回 歴史文化資料保全西日本大学協議会参加報告 

中川未来（愛媛大学・愛媛資料ネット）「災後・災間期における愛媛資料

ネットの取り組みと課題」 

（通年） 愛媛大学人文社会科学研究科「日本歴史交流論研究」（中川）寄託資料の

整理、目録作成を随時実施 

（通年） 大洲市内神社絵馬調査 

（通年） 大名家資料調査 

（通年） 新居浜市内古文書調査 

（通年） 砥部焼関係資料調査 

●２０２４年 

2 月 17日、18

日 

第 10 回 全国史料ネット研究交流集会 in首都圏（一橋大学）参加（ポス

ター） 

3 月 2 日、3 日 国際シンポジウム「大災害時代における地域存続と歴史文化」（神戸大学）

報告 

胡光（愛媛大学）「西日本豪雨からの復興の象徴―地域歴史遺産継承の新

動向―」 

3 月 14日、15

日 

伊方町古文書調査 

3 月 24日 特別推進科研総括研究会報告（神戸市） 

（通年） 大洲市内神社絵馬調査 

（通年） 大名家資料調査 

（通年） 新居浜市内古文書調査 

（通年） 砥部焼関係資料調査 

＊全国史料ネット報告ポスターは、以下のとおり。 
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【愛媛資料ネット会則】 

（名称） 

第一条 本会の名称は、愛媛資料ネットという。 

（目的） 

第二条 本会は、以下の目的を達成するための活動を行う。 

１ 災害発生時に文化財・歴史資料の救出保全活動を行うこと。 

２ 県内にある文化財・歴史資料の調査を行い、それらの防災及び地域史研究への利用に

資すること。 

（会員） 

第三条 本会の趣旨に賛同する者は会員になることができる。 

（役員） 

第四条 本会の役員として、代表・顧問・委員・事務局長を置く。代表は本会を代表して

会の運営にあたる。 

ただし、重要な案件が生じた時は委員会あるいは総会に諮るものとする。 

（事務局） 

第五条 本会の事務局を置く場所を総会によって定める。 

（会計） 

第六条 本会の経費は、当面は募金によるものとし、会費は徴収しない。 

（設立） 

第七条 本会の設立日は、芸予地震被災資料救出ネットワーク愛媛（略称 愛媛資料ネッ

ト）が設立された平成 13 年 3 月 30 日とする。 

附則 この会則は、平成 28年 7月 2日から施行する。 

附則 この会則は、令和元年 7 月 18 日から施行する。 

 

（別表） 

愛媛資料ネット役員名簿ならびに事務局所在地 

代表：胡光 

顧問：内田九州男、川岡勉、武智利博、寺内浩、徳永高志、西尾和美、西村浩子、森正康、

山内譲 

委員：小林真吾（新居浜市）、久葉裕可（新居浜市）、友澤明（西条市）、大成経凡（今治市）、 

永井紀之（今治市）、藤本誉博（今治市）、山口由等（松山市）、谷若倫郎（松山市）、 

柚山俊夫（松山市）、中川未来（松山市）、白石尚寛（大洲市）、井上淳（西予市）、 

大本敬久（西予市）、志後野迫希世（宇和島市）、畑野亮一（内子町）、高嶋賢二（伊 

方町）、藤本吉信（愛南町） 

事務局長：川島佳弘 

事 務 局：愛媛大学法文学部日本史研究室 

     〒790-8577 松山市文京町３ （089-927-9316） 

  

 
 

 
会
則
そ
の
他 

 

12 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 愛媛資料ネット会報の第 36 号をお届けします。前号（第 35 号・2019 年 12月 19 日発

行）から実に 4年ぶりの発行となります。この間、コロナウイルス感染拡大の影響により

本会の活動は大きく制限され、やむなく総会の開催や会報の発行などの事業を一時中止と

してきました。会報の再開にあたり、紙面の装丁をリニューアルしてＡ４版・カラーと

し、紙媒体からインターネット公開へと改め、年 1回・毎年 3 月の発行を原則とします。

また、今号から新たに「記録と記憶」のタイトルを付けました。歴史資料の救出保全活動

のみならず、地域の歴史や記憶を守り、後世に受け継ぐための手がかりとなる情報を幅広

く発信できる媒体を目指します。 

 さて、令和 6年は年明け早々に能登半島地震が発生し、大きな被害が出ています。被災

者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。被災地では、いち早く関係団体や専門家・研究

者が集まり、ワーキンググループが組織されました。改めて資料ネットの意義が問われて

いるといえます。本会も他の資料ネットや諸団体と連携しながら、被災地の資料救出保全

活動に協力していきたいと考えています。               （川島佳弘） 

愛媛資料ネット会報 記録と記憶 第３６号 

発 行 日 2024年 3月 31 日 

編集・発行 愛媛資料ネット（代表：胡 光） 

      編集委員：川島 佳弘、胡 光、中川 未来 

      〒790-8577 愛媛県松山市文京町 3番 

      愛媛大学法文学部日本史研究室 

●会報投稿規定 

１ 愛媛資料ネットが発行する会報『記録と記憶』へ投稿できる原稿の内容は、文化財・

歴史資料の救出保全活動及び調査、防災や地域史研究にかかるものとする。 

２ 投稿資格は、会員（本会の趣旨に賛同する者）とする。 

３ 本会事務局の編集委員の審査によって掲載の可否を決定する。 

４ 原稿の締め切りは、2 月末日を原則とする。原稿は原則として本会宛に電子データ

をメールで投稿する（本会アドレス：ehime_s_net@yahoo.co.jp） 
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